
半
年
間
の
静
謐

皆
様
に
は
恙
な
く
お
過
ご

し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

三
月
十
一
日
、
東
日
本
大

地
震
が
発
生
、
当
時
は
日
々

が
情
け
容
赦
な
く
過
ぎ
て
い
っ

た
も
の
で
し
た
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
は
介
護
用

品
不
足
の
中
、
介
護
職
員
が

家
族
を
抱
え
て
の
奮
闘
で
維

持
で
き
ま
し
た
。

食
料
・

飲
料
水
の
確
保
、
損
傷
箇
所

の
修
復
や
不
具
合
と
な
っ
た

機
械
・
設
備
の
点
検
等
々
、

ど
れ
も
入
居
者
の
安
全
、
生

活
の
安
寧
の
た
め
欠
く
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
で
し
た
。

半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

入
居
者
の
ご
家
族
で
災
難

に
見
舞
わ
れ
た
方
は
い
な
い

と
、
た
だ
残
念
な
こ
と
に
家

屋
が
全
壊
と
な
っ
た
方
が
い

る
と
の
情
報
が
あ
り
ま
す
。

今
は
、
各
種
の
行
事
も
ほ

ぼ
計
画
通
り
に
行
わ
れ
、
穏

や
か
に
過
ぎ
て
い
ま
す
。

大
震
災
後
の
現
状
を
検
証

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

一

損
傷
の
状
況

施
設
建
物
は
国
有
と
な
っ

て
お
り
、
修
復
は
厚
生
労
働

省
・
国
土
交
通
省
が
行
い
ま

す
。損

傷
箇
所
と
し
て
居
住
棟

の
つ
な
ぎ
廊
下
、
防
火
扉
、

玄
関
口
の
段
差
、
冷
暖
房
機

が
大
き
な
も
の
で
、
そ
の
他

壁
の
亀
裂
・
ヒ
ビ
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
生
活
に
は
支
障
が

な
い
も
の
で
す
が
修
復
が
必

要
で
す
。

国
の
方

で
は
工

事
発
注

済
み
で
、

年
度
内

完
了
の

予
定
と

聞
い
て

い
ま
す
。

二

災
害
発
生
時
の
対
応

今
回
の
大
地
震
発
生
時

に
は
ガ
ラ
ス
の
破
損
は
な

く
、
火
事
の
発
生
も
見
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
建
物

外
に
飛
び
出
す
入
居
者
も

見
ら
れ
ず
、
職
員
が
「
居

室
安
静
」
と
叫
び
廻
っ
て

い
た
こ
と
に
従
っ
て
い
ま

し
た
。
誰
一
人
と
し
て
怪

我
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
皆
さ
ん
の
落

ち
着
い
た
行
動
が
良
い
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

年
二
回
の
防
災
訓
練
を

行
い
、
入
居
者
の
皆
様
も

参
加
し
て
い
ま
す
。
今
年

も
秋
・
初
冬
に
予
定
し
て

い
ま
す
。
直
接
の
参
加
が

無
理
な
方
は
聞
き
耳
を
立

て
て
お
い
て
下
さ
い
。

ケ
ア
プ
ラ
ザ
富
谷
は
皆
さ
ん
の

共
同
生
活
の
場
で
す
。

ガ
マ
ン
し
て
笑
顔
が
肝
心
、
我

が
儘
爺
や
は
憎
ま
れ
っ
子
で
す
。

①
感
染
症

ま
ず
手
洗
い
!!

最
近
は
年
中
そ
の
感
染
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。
館
内
の
至

る
所
に
手
指
消
毒
液
が
置
か
れ

て
い
ま
す
。
空
だ
っ
た
時
は
事

務
所
ま
で
知
ら
せ
て
下
さ
い
。

②
食
中
毒

加
熱･

加
熱
!!!

牛
ユ
ッ
ケ
は
危
険
、
サ
ル
モ

ネ
ラ
菌
・
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
菌
な

ど
は
牛
豚
チ
キ
ン
、
刺
身
等
生

も
の
に
付
着
し
て
い
ま
す
。
涼

し
い
秋
に
も
寒
い
冬
に
も
い
ま

す
。
八
〇
度
一
分
間
以
上
の
加

熱
で
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
!!

③
盗
難

常
に
チ
ェ
ッ
ク
!!!

｢

盗
ま
れ
た
」
と
の
連
絡
が
入
っ

て
か
ら
数
日
後
「
し
ま
い
忘
れ

て
、
出
て
き
た
」
と
の
話
が
た

ま
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ン

ト
に
盗
ま
れ
た
よ
う
な
話
も
あ

り
ま
す
。
ヘ
ン
だ
な
と
思
う
時

は
職
員
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

施
設
は
豊
か
な
緑
に
恵

ま
れ
て
い
ま
す
。
先
日
は

夕
食
に
施
設
育
ち
の
ゴ
ー

ヤ
・
枝
豆
が
提
供
さ
れ
ま

し
た
。
文
字
通
り
の
新
鮮

野
菜
で
量
は
少
な
か
っ
た

が
甘
く
好
評
で
し
た
。

節
電
の
時
代
、
事
務
室

前
に
は
ゴ
ー
ヤ
カ
ー
テ
ン
、

ま
た
、
南
居
住
棟
に
は
ア

サ
ガ
オ
カ
ー
テ
ン
が
育
ち
、

二
階
か
ら
三
階
へ
と
伸
び

て
い
ま
す
。

来
年
は

さ
ら
に
カ
ー

テ
ン
を
増

や
し
ま
し
ょ

う
か
。
希

望
者
は
早

め
に
声
が

け
を
!!

七
月
一
日
付
け

総
務
課

吉
田

裕
之

※
平
成
二
〇
年
四
月
こ

こ
か
ら
本
部
に
転
出
し
、

三
年
振
り
に
帰
設
し
た

介
護
課

及
川
た
き
せ

※
新
規
採
用

土
日
祝
日
の
受
診
増

土
日
祝
日
は
医
療
機

関
に
す
ぐ
に
は
対
応
し

て
も
ら
え
ず
受
診
に
至

る
ま
で
に
か
な
り
の
時

間
が
か
か
り
ま
す
。

入
居
者
の
皆
様
に
は
、

体
調
に
異
変
を
感
じ
た

ら
ガ
マ
ン
や
遠
慮
を
し

な
い
で
、
早
め
に
介
護
課

職
員
に
相
談
し
て
下
さ

い
。
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人
事
異
動

生
活
防
衛

●

喫
煙
室
が
で
き
ま
し
た

愛
煙
家
の
皆
さ
ん
ご
利
用
下
さ
い
!!

喫
煙
室
が
完
成
し
ま
し
た
。
場
所
は
二
階
ク
ラ
ブ
室

で
す
。
自
動
扉
・
テ
ー
ブ
ル
型
分
煙
機
・
換
気
扇
・

「
観
賞
植
物
」
あ
り
で
、
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
で
す
。
喫
煙
室
以
外
の
館
内
は

一
切
禁
煙
で
す
。

※
先
般
、
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
で
隠
れ
て
喫
煙
し
て
い

た
入
居
者
が
い
た
よ
う
で
す
。
「
退
居
」
覚
悟

で
の
喫
煙
は
止
め
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

富
谷
の
風
便
り

緑
の
贈
り
物

緊
急
受
診



★
お
花
見
会(

四
月
二
〇
日)

震
災
後
初
か
つ
平
成
２
３
年

度
初
の
行
事
で
、
若
干
自
粛
し

て
の
お
花
見
会
で
あ
っ
た
。
甘

酒
で
乾
杯
し
、
焼
き
立
て
の
お

肉
が
メ
イ
ン
の
お
花
見
弁
当
を

味
わ
っ
た
。
久
し
ぶ
り
に
、
皆

が
食
堂
に
集
ま
り
、
復
興
を
願

い
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
た
。

▲
茶
話
会(

六
月
二
二
日)

《
車
イ
ス
ダ
ン
ス
体
験
》

宮
城
県
ダ
ン
ス
協
会
さ
ん
に

よ
る
ダ
ン
ス
披
露
あ
り
の
茶
話

会
。
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
入

居
者
・
職

員
共
に
手

を
取
り
、

簡
単
な
ダ

ン
ス
（ﾊ
ﾞ
ｰ

ﾃ゙
ｨﾊ゙
ﾃー゙
ｨ

・

ﾜ
ﾙ
ﾂ

）
を
楽

し
ん
だ
。

今
後
も
続
く
よ
う
な
の
で
、
み

な
さ
ん
お
楽
し
み
に
。

●
ミ
ニ
旅
行(

七
月
五
日)

｢

杜
の
市
場｣

と｢

利
府
ジ
ャ

ス
コ｣

の
ケ
ア
バ
ス
で
の
旅
行
。

オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
杜
の

市
場
で
、
新

鮮
な
海
鮮
物

の
昼
食
を
味

わ
い(

お
勧

め
：
ま
ぐ
ろ

丼)

、
買
物

を
楽
し
ん
だ
。

ま
た
、
仙
台
港
付
近
に
も
立
ち

寄
り
、
社
会
勉
強
で
津
波
の
被

害
の
見
学
も
し
た
。

●
小
旅
行(

七
月
二
〇
日･
中
尊
寺
）

六
月
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
ば
か
り
の
岩
手
県
「
中
尊

寺
」
へ
。
小
雨
の
中
で
し
た
が

金
色
堂
・
讃
衡
蔵
を
見
学
し
、

金
色
の
仏
像
に
暫
し
圧
倒
さ
れ

て
い
た
。
昼
食
は
、
一
関
名
物

の
も
ち
料
理
や
前
沢
牛
を
味
わ

い
、
お
み
や
げ
片
手
に
み
な
さ

ん
初
め
て
の
岩
手
県
中
尊
寺
の

旅
行
を
楽
し
ん
だ
。

五
月
雨
の
降
り
残
し
て
や
光
堂

■
納
涼
祭(

八
月
三
日)

毎
年
家
族
を
招
待
し
て
の
施

設
最
大
行
事
「
納
涼
祭
」
で
あ

る
。
今
年
は
、
富
谷
町
長･

社

協
会
長
を
招
待
し
た
り
、
町
内

の
住
民
の
参
加
も
あ
り
、
大
変

賑
や
か
な
お

祭
り
と
な
っ

た
。
ち
び
っ

こ
太
鼓
あ
り

民
謡
あ
り
、

最
後
は
二
年

ぶ
り
に
豪
華

な
打
上
げ
花

火
を
上
げ
、
お
開
き
と
な
っ
た
。

■
七
夕
見
学(

八
月
八
日)

仙
台
の
夏
祭
り
「
仙
台
七
夕
」

を
新
規
入
居
者
中
心
に
募
集
し
、

５
名
で
の
見
学
と
な
っ
た
。
震

災
後
の
祭
り
と
あ
っ
て
、
復
興

の
願
い
を
込

め
た
飾
り
が

多
く
、
例
年

以
上
に
見
応

え
充
分
な
見

学
会
で
あ
っ

た
。

※
こ
れ
か
ら
の
主
な
行
事

○
九
月
二
二
八
日

映
画
鑑
賞
会

○
一
〇
月
五
日

車
椅
子
ダ
ン
ス
教
室

○
一
〇
月
一
九
日

小
旅
行

紅
葉
の
秋
を
鳴
子
で
《
募
集
中
》

○
一
一
月
九
日

ミ
ニ
旅
行

白
石
城
・
う
ー
め
ん

○
一
一
月
一
六
日
買
物
ツ
ア
ー

○
一
二
月
一
四
日

年
忘
れ
会

豪
華
メ
ニ
ュ
ー
・
出
し
物

職
員
の
他
に
入
居
者
三
名
参

加(

杉
崎
正
幸･

氏
渡
辺
清
則

氏･

後
藤
准
一
氏)

。
杉
崎
さ
ん

が
モ
デ
ル
に
な
り
、
歯
ブ
ラ
シ

の
使
い
方
と
毎
日
励
行
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を

教
示
さ
れ
「
有

意
義
な
講
習
会

で
あ
っ
た
」
と

の
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

★
★
映
画
鑑
賞
会

今
年
度
は
映
画
鑑
賞
会
が
行

事
に
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ベ
ン
ト

が
な
い
水
曜
日
は
映
画
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う

!!
!!

○
こ
れ
ま
で
の
上
映
作
品

6

月2
9

日
釣
り
バ
カ
日
誌2

0

7

月1
3

日
ヤ
マ
ト

7

月2
7

日
武
士
の
家
計
簿

8

月2
4

日
相
棒
Ⅱ

9

月2
8

日
未
定(

ア
ニ
メ

か
な)

○
リ
ク
エ
ス
ト
作
品

岳
、
南
極
物
語
、
剣
岳
、
俺
は
君

の
た
め
に
こ
そ
死
に
に
行
く
、
ト
ッ

プ
ガ
ン
、
シ
ャ
ン
ハ
イ

●
●
●
車
椅
子
ダ
ン
ス
教
室

当
施
設
で
話
題
沸
騰
の
車
椅
子

ダ
ン
ス
教
室
が
九
月
一
四
日
開

か
れ
熱
気
で
暑
か
っ
た
で
す
。

次
回
は
一
〇
月
五
日

場
所
は
食
堂??
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大災害を乗り越えて来
たという感じ。今ここに
いる仲間とならどんなこ
とでもガマンできるし、
くじけたりしない。入居
者、職員、関係会社など
この施設に集った仲間・・。
楽しいね、明日も楽し
いと思う、今日よりももっ
と・・・。 夢想人

口
腔
ケ
ア
講
習
会(

七
月
二
九
日)

特
集

イ
ベ
ン
ト

と
っ
て
お
き
の
お
知
ら
せ


